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●東日本NEXT・SUPPORT協同組合

　外国人技能実習生共同受入事業を実施してき
た東日本NEXT・SUPPORT協同組合（小田切賢
二理事長、横浜国際アパレル協同組合から名称変
更）が、かねてから準備を進めてきたベトナムの縫
製専門学校が完成した。9月には小田切理事長が
ベトナムを訪問、本格的な実習が始められるように
研修プログラム等の授業内容を決定してきた。
　この専門学校は、技能実習生が日本で習得した
技術や日本語を母国で生かしながら人材育成も担
うことを目標に設置された。学校では日本で縫製技
術を学んだ技能実習生2名を先生に、15名ほどの
女生徒に対し9月から実習を始めている。生徒は、
縫製の基礎技術や日本語を学んだ上で12月頃に
行われる受け入れ予定企業の面接を経て、来年6
月に日本に入国する予定。これまでの技能実習生
は現地の職業訓練学校で一定の基礎を学んだ上

で来日することが一般的であったが、日本の
受入組合が現地に縫製の職業訓練学校を
開校し技術と日本語教育まで取り組むのは
ベトナムでは初めてである。
　小田切理事長は、「来日前に現地で日本
の縫製技術と日本語を教えることで、企業で
の技能実習への移行をスムーズに進めるこ
とができる。それに加え、人材不足に悩んで
いる縫製業界の技術水準の維持と発展に
貢献できる。」と語った。
　外国人技能実習制度については不適正・
違法な受け入れが問題視されており、今後、実習実
施機関（受け入れ企業）は届出制、監理団体（受け
入れ組合等）は許可制となり、検査や調査を行う外
国人技能実習機構の創設もされ、適正な事業実施
に向けてのチェックが厳しくなる。また、優良な実習

実施者・監理団体に限定して技能実習期間の延長
も可能になる。そこで、組合としても、技能実習生を
通じた技能等の移転と経済発展を担う人材育成と
いう制度の趣旨に基づいた国際協力・国際貢献の
取り組みを強化していく。
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●峡北自動車整備協業組合

　峡北自動車整備協業組合（末木基治理事長）で
は、関東運輸局の自動車車検整備指定工場として、
組合員から持ちこまれる車両の車検整備を行って
いる。
　自動車整備業界では、一部で不正改造車の黙認
や書類の虚偽記載などの違反行為により指定の取
消しを受ける整備工場もあり、組合としても車検検

査員や車両を
持ち込む組合
員のモラルの
向上とコンプ
ライアンスの
徹底が喫緊の
課題となって
いる。
　組合では違

法行為を他山の石とせずに関係者に自覚してもらう
ための啓発活動に取り組んでおり、組合事務所の目
につく場所に指定整備事業を営む者として、「1.法
令遵守精神、1.相互チェック体制、1.不正改造車排
除、1.不正は”おまんま“の食い上げ」の4つの心構
えを掲示するとともに、「同等一栄」の基本方針を
示し、組合や組合員が等しく栄えていくための意識
づけを図っている。
　また、8月26日には組合員や工場の従業員を対象
に研修会を開催し、関東運輸局山梨運輸支局から、
車検整備の手続きや手順、指定工場で過去にあっ
た違反事例などについて説明がされた。
　末木理事長は「違反行為は、一人の、1回の不正
でも組織全体の信用を失墜させ、組合の存続にか
かわる深刻な事態を招きかねない。組合も今年創
立40周年の節目を迎えたが、これからも信用・信頼

される車検指定工場で
あり続けられるよう、組
合組織の理念でもあ
る、一部の組合員だけ
ではなく組合に加入す
る全ての組合員が等し
く繁栄できる組織として
“同等一栄”の気持ちを
持ち、組合員一丸と
なって健全な組合
事業の継続に努
めていきたい。」と
話してくれた。

●大月都留環境事業協同組合

　大月都留環境事業協同組合（田中治夫理事長
　組合員7社）は、9月7日に大月・都留の両市と大
月都留広域事務組合の4者で「災害時における家
庭系一般廃棄物の収集運搬に関する協定」を結ん
だ。
　これは、同組合が設立当初から掲げていた行政
や住民と一体となって活動していくという想いを実
現化したもので、災害時に避難所から出たごみを組

合が回収し、災害発生時の衛生環境の確保と市民
の健康維持にもつなげることとしている。
　協定の発案者は同組合の田中治夫理事長で、協
定の考えは東日本大震災で被災した宮城県石巻市
でごみ収集のボランティア活動を行った時にさかの
ぼる。避難所にあふれるごみを収集しようとした際
に、避難所の方から「ごみを収集するのは行政の仕
事」との指摘があり、行政から家庭系一般廃棄物の
収集運搬業務を委託されている事業者として、災
害時におけるごみの収集を円滑に進めなければな
らない役割を痛感した。その時の経験を踏まえ、平
時から避難所のごみの収集方法について市と事業
者で決めておく必要があると考え、組合設立間もな
い本年6月から大月市、都留市と協定締結に向け協
議を重ねてきた。これまで組合員7社が行ってきた大
月・都留の両市の家庭から出るごみの収集運搬業

務に加えて、
災害時に学校
や公民館など
に設けられる
避難所等から
出る大量のご
みの収集を、
組合が責任を
もって遂行する役割も決まった。
　今回の調印式で、組合が目標にしてきた行政と組
合とが一丸となった取り組みの最初の一歩が組合
設立まもなく実現した。田中理事長は「災害が起こ
らず出番がないことが一番だが、万が一の場合には
速やかに回収できるように、組合員全社が協力と連
携をして災害時の収集運搬業務の体制整備を早
急に進めていく。」と話した。
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協定調印式の様子

研修が始まった学校

協定書を手にする４者
（右端 田中治夫理事長）

研修会の様子

事務所内に掲示し、
意識徹底を図って
いる


